




















融の割合は 3分の 1程度であった｡この割合はきわめて低い水準である 5
(藤田幸一､199､ 1p. )0






























i･当時大学院生)､モナリサ ･アフリン氏 Mo aAfルノビ氏 boNu.(Md rN
ケート調査表作成､調査した内容整理に協力)および現地学生の協力を得て､筆者が指定したボグ































′l ボグラ県統計局 (2003年12月)によるとポグラ県の人口は310万5,800人であって､ソナトラ･タナ(那)の人口は 
16万7,840人である｡ 






































表 2-1 ボイラ村における農地用益権を担保とした利子率 (2003年11月) 
(単位 :マウンド/エーカー､タカ/マウンド､タカ/エーカー)
アマン米 ⅠRRⅠ米 バランス 借入額 利子率%)収量 価格 費用 収量 価格 費用 (
コットコボラ短期) 3 50 3,00 4 30 400 ,2 1 0 41




注 2) 1マウンド (Mound)-37.324Kg (BB.2001-2002年)












(1) 農地用益権の移転を代価とする取引 :カシャハル村の場合､一つの農地では年 2-4回栽培す
ることになるが､一般的に 3回アマン米､IRRI米とジュートを栽培することが多い｡アマン米を
生産するのにかかる費用は7,440タカ､IRRI米にかかる費用は16,680タカであり､ジュートにか






表 2-2 カシャハル村における 1年間の農業生産にかかる費用 (2007年 5月) 
(単位 :タカ/エーカー)
種 子 港蔽費 農 薬 化学肥料 コンバイン費 労働費 合計費
アマン米 - - 360 2,580 2,100 2,400 7,440 
ⅠRRⅠ米 - 6,000 600 3,480 2,100 4,500 16,680
ジュート 100 - - 900 900 7,200 9,100
注 1) IRRI米の港概費用は収穫の 4分の 1を籾によって支払われる｡
注 2)アマン米とIRRI米の種子は自分達で作る｡
注 3)化学肥料の価格 :ポタス 1kg-16タカ､フォスフェト1kg-20タカ､ユリア 1kg-6タカ｡
注 4)必要な肥料 :アマン米の場合､ポタス30kg/エーカー､フォスフェト60kg､ユリア150kg｡ IRRl
米の場合､ポタス30kg/エーカー､フォスフェト60kg､ユリア300kg｡ジュートの場合､ユリア150kg｡ 
(出所)現地調査により筆者作成｡
表 2-3 カシャハル村における農地用益権 を担保とした利子率 (2007年 5月) 
(単位 :マウンド/エーカー､タカ/マウンド､タカ/エーカー)
アマン米 ⅠRRⅠ米 ジュート 利息 ラヾンス 借入額 利子率(%)収量 価格 費用 収量 価格 費用 収量 価格 費用






注 3) 2村のアマン米の価格差は品質の違いによる｡ 
(出所)アンケート調査により筆者作成｡ 





























OGジット･プログラムを行っているのは6 のN 機関である｡このうち 6つのN 機関 
, , )がマイクロクレジット融資の8 %を担っ
OG1



























( %)､2142,5810, の支店を置き6 相 
万世帯､これら全体の累計で87.221,





84.)6て融資を行っている( ｡グラミン銀行は全国の4 %の村をカバーし､ターゲットとする世帯の約 
%の世帯をカバーしている｡メンバー数は他の機関より少ないが､金額でみるとグラミン銀行は20052
2

























































































8 8トに回答した 人のすべてが貧困層であった｡この 人のうちで現在自分が貧しくはないと答えたの
S















































































































































バングラデシュの農村金融の実態とマイクロクレジットの役割 ラマン モハマ ド アルマヌル
人しかおらず､ po kに対する不満を高めている｡対照的に TMSSから借入れた村民は11 rshiaに比べ
て約半数であるが､そのうちの 4人が貧困線 (9)を乗り越え､ 7人は以前より生活が良くなったという｡
一人当たりの平均貸出額はグラミン銀行では7,375タカであって､TMSSでは5,091タカ､そして 














表 3-2 カシャハル村における借入先別構成 (2007年 5月) 
(単位 :タカ ( )内女性)
借 入 先 メンバー人数 (%) 貸 出 金 金額シェア (%) 一人当たり貸出金額

グラミン銀行 18(33.3) 128,250 30.8 7,125
 
TMSS 18(333) 120,000 288 6,667 
(6
.
) (12,000) (2 ) (2,000)
 




BRAC 9(16.7) 78,000 18.8 8,667

一般農業 48 - - -




























また､ 4つの機関から借 りているのは 2人で､それぞれ合計35,000タカと33,000タカ､ 2つの機関

















バングラデシュの農村金融の実態とマイクロクレジットの役割 ラマン モハマ ド アルマヌル
を行った人々の 3分の 1が貧困線を乗り越え､さらに 3分の 1の人々が乗り越えられそうなところま
でにきているといわれている｡
今回の調査で新たに判明したことは､以下の 3点である｡ 
(1) ボイラ村では借 り入れ側によると､資金の自己管理の能力がないために返済は毎週あるいは 2週
間に 1回したほうがより効果的であるが､カシャハル村の場合､ほとんどの人が農業活動あるいは
農業活動と同時に農産物の取引を行っているため毎週の返済は困難である｡ 




付を受けているのは 6人であって､これは全メンバーの 11%にすぎない｡金額でみると 2.9%となっ
ているoこの村では農業中心に活動を行い､女性が仕事をできる環境が整っていないと考えられる｡ 
(3) ボイラ村では 2つの機関から融資を受けているのが 2人であったが､カシャハル村の場合 4つの






























/l tannuarepor/ifnoorg.- ml(出所)htt w//:p
バングラデシュの農村金融の実態とマイクロクレジットの役割 ラマン モハマ ド アルマヌル
地図 2 筆者が行った調査地域ボグラ県のボイラ村とカシャハル村
ポグラ県
ソナトラ･タナ (ボイラ村) シャリアカンデイ･タナ (カシャハノ㈲ 




出所)htt ww. ma m/ ma
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､岩波書店､2000年｡アマルティア ･セン (黒崎卓 ･山崎幸治
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『国別貧困情報 バングラデシュ』､国際協力事業団 (企画 ･評価部)､200年 3月､ 
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